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戦
国
時
代
の
掟
書
を
読
む 

解
答 

 
 

史
料
１ 
戌[

天
正
十
四
年(

一
五
八
六)]

三
月
十
五
日 

北
条
氏
邦
掟
書 

〔
持
田(

英)

家
文
書
四
〕 

  
 
 
 
 

掟 

一 

於
郷
中
あ
る
い
者
し
ち(
質)
取
、
或
者
喧
嘩
所 

 
 

當
竪
令
停
止
事 

一 

人
之
う
り
か
ひ(

売
買)

一
圓
致
す
ま
し
く
候
、
若
売 

 

 
 

買
い
た
す
尓(

に)

付
而
者
、
其
郷
以
触
口
無
相
違 

 
 

所
申
上
可
致
商
売
事 

一 

か
り
そ
め(

仮
初)

に
も
か
け(

賭
け)

之
勝
負
は
く
ち(

博
打)

・
は
く 

 
 

ゑ
き(

博
奕)

い
た
す
者
有
之
者
、
認
目
安
於
鉢
形 

 
 

秩
父
門
わ
き(

脇)

ニ
可
立
之
事 

 
 
 

付
領
主
非
分
就
申
懸
者
以
目
安
可
申
上
事 

 

 
 
 
 

以
上 

右
三
ケ
条
就
妄
者
、
其
郷
定
置
連
判 

衆
可
処
重
科
者
也
、
仍
如
件 

   
 

戌 
 
 
 
 

(

朱
印
「
翕
邦
挹
福
」)  

 

 
 
 

三
月
十
五
日 

   
 
 
 
 
 

あ
ら
川 

 
 
 
 
 
 
 
 

持
田
四
郎
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 

同 

源
三
郎 
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【
読
み
下
し
】 

  
 
 
 
 

掟(

お
き
て) 

 
 

一
郷
中
に
お
い
て
、
あ
る
い
者
し
ち(

質)

取
、
或
者(

あ
る
い
は)

喧
嘩
所
に 

 
 
 

あ
た
り
、
か
た
く
停
止(

ち
ょ
う
じ)

せ
し
む
る
こ
と 

 
 

一
人
の
売
り
買
ひ
一
円
致
す
ま
じ
く
候
、
若(

も
し)

売
り 

 
 
 

買
い
い
た
す
尓(
に)
付
い
て
は
、
其
郷
触
れ
口
を
も
っ
て
、
相
違
な
き 

 
 
 

所
、
申
し
上
げ
商
売
い
た
す
べ
き
事 

 
 

一
か
り
そ
め(

仮
初)

に
も
か
け(
賭
け)

之
勝
負
は
く
ち(

博
打)

・
は
く 

 
 
 

ゑ
き(

博
奕)

い
た
す
者
こ
れ
あ
ら
ば
、
目
安
を
認
め
、
鉢
形 

 
 
 

秩
父
門
わ
き
に
お
い
て
こ
れ
を
立
て
る
べ
き
事 

 
 
 
 

付
け
た
り 

領
主
非
分
申
し
懸
け
る
者
、
目
安
を
も
っ
て
申
し
上
ぐ
べ
き
事 

 

 
 
 
 

以
上 

 
 
 

 

 
 

右
三
ケ
条
妄(

み
だ
り)

に
つ
い
て
は
、
そ
の
郷
定
め
置
く
連
判 

 
 

衆
、
重
科
に
処
す
べ
き
も
の
な
り
、
よ
っ
て
く
だ
ん
の
ご
と
し 

  
 
 
 
 

戌 
 
 
 
 
 

(

朱
印
「
翕
邦
挹
福
」)  

 

 
 
 
 
 
 

三
月
十
五
日 

   
 
 
 
 
 

あ
ら(

荒)

川 

 
 
 
 
 
 
 
 

持
田
四
郎
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 

同 

源
三
郎 
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史
料
２ 

亥[

天
正
十
五
年(

一
五
八
七)]

六
月
十
日 

北
条
氏
邦
条
書 

〔
持
田(

英)

家
文
書
五
〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一 

此
度
帳
に
載
候
者
共
、
孫
子
之
代
出
家
等
迄
、
道
具
も(

持)

ち
た
や
す 

 
 

ま
し
く
候
、
又
自
他
所
参
候
牢
人
な
と
、
則
致
支
度
、
た
し
な(

嗜)

ま
せ 

 
 

へ
く
候
事 

一 

正
月
者
毎
年
四
日
ニ
何
も
道
具
持
参
御
礼
可
申
上
事 

一 

何
も
棟
別
御
赦
免
御
扶
持
之
上
者
誰
か
知
行
尓
踞
者 

 
 

大
途
之
御
被
官
た
る
へ
く
候
間
、
領
主
代
官
致
非
分
候
ハ
ゝ
其
郷 

 
 

致
一
同
目
安
を
か(

書)

き
大
好
寺
曲
輪
へ
も
ち
参
、
大
好
寺
ニ 

 
 

可
渡
之
候
事 

一 

公
方
御
用
之
時
者
御
印
判
を
以
可
被
仰
付
候
事 

一 

年
中
一
度
之
普
請
之
儀
者
、
従
前
々
致
つ
け
候
者
共 

 

 
 

斗
可
致
之
候
事 

一 

こ
し
さ
し(

腰
差)

成
共
、
何
成
共
さ
し
物
致
、
た
し
な(
嗜)
ミ
も
ち
可
申
候
事 

一 

は
を
り(

羽
織)

一
つ
帋
に
て
も
何
に
も
、
め
ん
／
＼(

面
々)

に
致
之
も
ち 

 
 

可
申
候
事 

 
 
 
 
 

已
上 

 
 

右
之
旨
能
々
可
相
守
者
也
、
仍
如
件 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

朱
印
「
翕
邦
挹
福
」)  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 

亥 

六
月
十
日 

 
 
 
 
 
 
 

荒
川
た
ゝ
澤 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
ち(

持)

田
四
郎
左
衛
門 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
治
郎
左
衛
門 
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【
読
み
下
し
】 

 

一 

こ
の
た
び
帳
に
載
せ
候
者
ど
も
、
孫
子
の
代
・
出
家
等
迄
、
道
具
も
ち 

 

 
 

(

持
ち)
た(
絶)

や
す
ま
し
く(

間
敷
く)

候
、
又
他
所
よ
り
参
り
候
牢
人
な 

 
 

と
、
す
な
わ
ち
支
度
致
し
、
た
し
な(

嗜)

ま
せ
へ
く
候
事 

一 

正
月
は
毎
年
四
日
に
何(

い
ず
れ)

も
道
具
持
参
し
、
御
礼
申
し
上
ぐ
べ 

 
 

き
事 

一 

い
ず
れ
も
棟
別
御
赦
免
御
扶
持
の
上
は
、
誰
か
知
行
に
踞(

う
ず
く
ま
る)

者
、 

 
 

大
途
の
御
被
官
た
る
べ
く
候
間
、
領
主
代
官
非
分
致
し
候
は
ば
、
其
郷 

 
 

一
同
目
安
を
か(

書)

き
致
し
、
大
好
寺
曲
輪
へ
も(

持)

ち
参
り
、
大
好
寺
に 

 
 

こ
れ
を
渡
す
べ
く
候
事 

一 

公
方
御
用
の
時
は
、
御
印
判
を
も
っ
て
仰
せ
付
け
ら
る
べ
く
候
事 

一 

年
中
一
度
の
普
請
の
儀
は
、
前
々
よ
り
致
し
つ
け
候
者
共
斗(

ば
か
り
こ
れ
を
致
す
べ
く
候
事 

一 

こ
し
さ
し(

腰
差
し)

成
り
共
、
何
成
共
さ
し(

差
し)
物
致
し
、
た
し
な
ミ(

嗜
み)

も(

持)

ち
申
す
べ
き
事 

一 

は
を
り(

羽
織)

一
つ
帋(

紙)

に
て
も
何
に
て
も
、
め
ん
め
ん(
面
々)

に
こ
れ
を
致
し 

 
 

も(

持)

ち
申
す
べ
く
候
事 

   
 
 
 
 

已
上 

 

右
の
旨
、
よ
く
よ
く
あ
い
守
る
べ
き
も
の
な
り
、
よ
っ
て
く
だ
ん
の
ご
と
し 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

朱
印
「
翕
邦
挹
福
」)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

亥 

六
月
十
日 

 
 
 
 
 
 
 

荒
川
た
ゝ(

只)

澤 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
ち(

持)

田
四
郎
左
衛
門 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
治
郎
左
衛
門 

     


